
年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 芸術 科目： 音楽Ⅲ 年間授業計画

教　 　 　 科： 芸術 科　 　 　 目： 音楽Ⅲ 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年F組

教科担当者： 中島　 美音

使用教科書： （ Joy of  Musi c　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ MUSI C NOTE、 ワ ーク シート 、 I CT　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 音楽Ⅲ 評価の観点・ 方法
配当
時数

6

4

10

2

6

プリ ント

態度

態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

ワ ーク シート 、 態度

MUSI C NOTE、 態度

態度

態度

感想プリ ント 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

５
月

MUSI C NOTE、 態度

４
月

歌唱『 時代』

ワ ーク シート 、 態度

①音楽Ⅰおよ びⅡで習得し た知識を基礎にし て、 よ り 詳細に音楽の特徴を捉
え、 作詞者や作曲者などの意図を探り つつ、 生徒自身が見いだし た曲のよ さ や
美し さ などと 関連付けら れる よ う にさ せる
②こ れま で習得し た歌唱表現を応用し ながら 、 自分の表現意図を、 歌う こ と に
よ って表すこ と ができ る よ う にさ せる

ソ ルフェ ージュ

三味線

①様々な譜表に書かれた楽譜を見て、 音楽を形づく っている 要素を正し く 読み
取って歌ったり でき る よ う にさ せる
②音楽を形づく っている 要素を正し く 聞き 取り 、 それを記譜する こ と ができ る
よ う にさ せる

こ れま で習得し てき た器楽に関する 技能を応用し ながら 、 自分の表現意図を演
奏する こ と によ って表すこ と ができ る よ う にさ せる

６
月

ワ ーク シート 、 態度

７
月

文化祭に向けて
・ 三部斉唱
・ ６ 手連弾

①こ れま で習得し た歌唱技能を応用し ながら 、 自分の表現意図を歌う こ と に
よ ってあら わすこ と ができ る よ う にさ せる
②こ れま で習得し てき た器楽に関する 技能を応用し ながら 、 自分の表現意図を
楽器を演奏する こ と によ って表すこ と ができ る よ う にさ せる

８
月

９
月

文化祭に向けて
・ 三部斉唱
・ ６ 手連弾

①こ れま で習得し た歌唱技能を応用し ながら 、 自分の表現意図を歌う こ と に
よ ってあら わすこ と ができ る よ う にさ せる
②こ れま で習得し てき た器楽に関する 技能を応用し ながら 、 自分の表現意図を
楽器を演奏する こ と によ って表すこ と ができ る よ う にさ せる

文化祭の振り 返り 演奏を振り 返り 、 感想の共有をさ せる

音楽ⅠⅡで学んでき た鑑賞に関わる 知識を総合的に働かせながら 考え、 音楽の
良さ や美し さ を深く 味わって聴く こ と ができ る よ う にさ せる

オペラ 座の怪人について

文化祭に向けて
・ 三部斉唱
・ ６ 手連弾

①こ れま で習得し た歌唱技能を応用し ながら 、 自分の表現意図を歌う こ と に
よ ってあら わすこ と ができ る よ う にさ せる
②こ れま で習得し てき た器楽に関する 技能を応用し ながら 、 自分の表現意図を
楽器を演奏する こ と によ って表すこ と ができ る よ う にさ せる

楽典の復習【 音階と 調】

楽典の復習【 音程と コ ード ネーム】

音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

指導内容

オリ エンテーショ ン

音楽Ⅰ． Ⅱの復習

ソ ルフェ ージュ

楽典の復習【 反復記号、 音符と 休符】

の具体的な指導目標

①１ 年の流れについて理解さ せる
②評価について理解さ せる

既習内容についてI CTを用いて思い出さ せる

①様々な譜表に書かれた楽譜を見て、 音楽を形づく っている 要素を正し く 読み
取って歌ったり でき る よ う にさ せる
②音楽を形づく っている 要素を正し く 聞き 取り 、 それを記譜する こ と ができ る
よ う にさ せる

音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

歌唱『 オペラ 座の怪人』 よ り
・ Al l  I  Ask of  You
・ The Poi nt  of  No Ret urn

①音楽Ⅰ及びⅡで習得し た知識を基礎にし て、 よ り 詳細に音楽の特徴を捉え、
作詞者や作曲者などの意図を探り つつ、 生徒自身が見いだし た曲のよ さ や美し
さ などと 関連付けら れる よ う にさ せる
②こ れま で習得し た歌唱表現を応用し ながら 、 自分の表現意図を歌う こ と に
よ って表すこ と ができ る よ う にさ せる
③英語の歌詞の意味、 歌詞の発音、 イ ント ネーショ ン、 アク セント などに注意
さ せる



科目 音楽Ⅲ 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

8

8

4

4

２
月

３
月

１
月

１
２
月

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート

ワ ーク シート 、 態度

１
０
月

鑑賞　 映画『 オペラ 座の怪人』 音楽ⅠⅡで学んでき た鑑賞に関わる 知識を総合的に働かせながら 考え、 音楽の
良さ や美し さ を一層深く 味わって聴く こ と ができ る よ う にさ せる

ピアノ 弾き 歌い
【 鳩、 子ぎつね、 大き な栗の木の下で、 どん
ぐ り こ ろこ ろ】

①こ れま で習得し てき た器楽に関する 技能を応用し ながら 、 自分の表現意図
を、 楽器を演奏する こ と によ って表すこ と ができ る よ う にさ せる
②歌唱と ピアノ のバラ ンス を意識さ せ、 どちら か片方に意識を偏ら せないよ う
にさ せる

１
１
月

歌唱『 オペラ 座の怪人』 よ り
・ Al l  I  Ask of  You
・ The Poi nt  of  No Ret urn

①音楽Ⅰ及びⅡで習得し た知識を基礎にし て、 よ り 詳細に音楽の特徴を捉え、
作詞者や作曲者などの意図を探り つつ、 生徒自身が見いだし た曲のよ さ や美し
さ などと 関連付けら れる よ う にさ せる
②こ れま で習得し た歌唱表現を応用し ながら 、 自分の表現意図を歌う こ と に
よ って表すこ と ができ る よ う にさ せる
③英語の歌詞の意味、 歌詞の発音、 イ ント ネーショ ン、 アク セント などに注意
さ せる

創作
【 体を使った音でス ト ーリ ーを表現する 】

様々な音素材のも つ魅力、 時代や地域などによ って生み出さ れた様式に見ら れ
る 表現上の特徴、 声や楽器の組み合わせによ る 響き の違いなどに見ら れる 表現
形態の特徴などを、 表し たいイ メ ージと 関わら せて理解さ せる

ピアノ 弾き 歌い
【 と んぼのめがね、 にじ 】

①こ れま で習得し てき た器楽に関する 技能を応用し ながら 、 自分の表現意図
を、 楽器を演奏する こ と によ って表すこ と ができ る よ う にさ せる
②歌唱と ピアノ のバラ ンス を意識さ せ、 どちら か片方に意識を偏ら せないよ う
にさ せる

弾き 歌い実技試験に向けて
【 選んだ曲を演奏する 】

①こ れま で習得し てき た器楽に関する 技能を応用し ながら 、 自分の表現意図
を、 楽器を演奏する こ と によ って表すこ と ができ る よ う にさ せる
②歌唱と ピアノ のバラ ンス を意識さ せ、 どちら か片方に意識を偏ら せないよ う
にさ せる

創作
【 体を使った音でス ト ーリ ーを表現する 】

様々な音素材のも つ魅力、 時代や地域などによ って生み出さ れた様式に見ら れ
る 表現上の特徴、 声や楽器の組み合わせによ る 響き の違いなどに見ら れる 表現
形態の特徴などを、 表し たいイ メ ージと 関わら せて理解さ せる

映画鑑賞『 ハイ ス ク ールミ ュ ージカル』 音楽ⅠⅡで学んでき た鑑賞に関わる 知識を総合的に働かせながら 考え、 音楽の
良さ や美し さ を一層深く 味わって聴く こ と ができ る よ う にさ せる



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 音楽 科目： 器楽 年間授業計画

教　 　 　 科： 音楽 科　 　 　 目： 器楽 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年F組　

教科担当者： 中島　 美音

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 各楽譜　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 器楽 評価の観点・ 方法
配当
時数

態度、 自己評価シート

態度

態度

態度

態度

態度

態度

態度

態度、 自己評価シート

態度

態度

態度

態度

態度

５
月

6

態度

４
月

5選んだ曲の練習① ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

６
月

8選んだ曲の練習② ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

文化祭に向けて ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

７
月

2選んだ曲の練習②
【 実技試験】

①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

文化祭に向けて ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

８
月

９
月

6

4

4

選んだ曲の練習③ ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

文化祭に向けて ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

１
０
月

2選んだ曲の練習④ ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

１
１
月

8

2

指導内容

オリ エンテーショ ン

文化祭に向けての楽曲選び

１ 年間の実施曲選び

選んだ曲の練習①

の具体的な指導目標

①１ 年間の流れについて理解さ せる
②評価の流れについて理解さ せる

①楽曲を選ぶ
②曲の正し い読み方を理解さ せる

①楽曲を選ぶ
②曲の正し い読み方を理解さ せる

①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

選んだ曲の練習④
【 実技試験】

①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

選んだ曲の練習⑤ ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

選んだ曲の練習③ ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる



科目 器楽 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

２
月

１
月

2

１
２
月

３
月

態度

2態度選んだ曲の練習⑤ ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる

選んだ曲の練習⑤ ①曲想、 音楽の構造などについて理解さ せる
②互いを尊重し あい、 音色のバラ ンス や曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方に
ついて考えさ せる



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 音楽 科目： 声楽 年間授業計画

教　 　 　 科： 音楽 科　 　 　 目： 声楽 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第3学年F組

教科担当者： 中島　 美音

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ コ ールユーブンゲン、 コ ンコ ーネ５ ０ 番練習曲集、 イ タ リ ア歌曲集　 ）

科目 声楽 評価の観点・ 方法
配当
時数

態度

態度

態度

５
月

6

４
月

イ タ リ ア歌曲集よ り 『 Caro mi o ben』 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

6コ ールユーブンゲン

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第２ ． ３ 番

イ タ リ ア歌曲集よ り
『 Caro mi o ben』 『 Sebben, crudel e』

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

６
月

6コ ールユーブンゲン ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第3番

イ タ リ ア歌曲集よ り 『 Sebben, crudel e』

文化祭に向けての曲
・ Ci rcl e of  l i f e
・ Fr i end l i ke me
・ A whol e new wor l d

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

指導内容

オリ エンテーショ ン

文化祭に向けての楽曲選び

コ ールユーブンゲン

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第１ 番

の具体的な指導目標

①声楽の定義について理解さ せる
②1年間流れについて理解さ せる
③評価の仕方について理解さ せる

①楽曲を選ばせる
②歌詞の意味について理解さ せる
③楽曲の背景を理解さ せる

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

文化祭に向けての曲
・ Ci rcl e of  l i f e
・ Fr i end l i ke me
・ A whol e new wor l d

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる



科目 声楽 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

態度 8

態度

態度

７
月

4コ ールユーブンゲン ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第４ 番 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

イ タ リ ア歌曲集よ り 『 Sent o nel  core』 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

文化祭に向けての曲
・ Ci rcl e of  l i f e
・ Fr i end l i ke me
・ A whol e new wor l d

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

８
月

９
月

6コ ールユーブンゲン ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第５ ． ６ . ７ 番 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

コ ールユーブンゲン ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

１
０
月

イ タ リ ア歌曲集よ り
『 Se t u m' ami 』 『 Vergi n, t ut t o amor』

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

態度

１
１
月

8コ ールユーブンゲン ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第９ . １ ０ . １ １ 番 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

イ タ リ ア歌曲集よ り
『 Se t u m' ami 』 『 Lasci ar  d' amar t i 』

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

イ タ リ ア歌曲集よ り
『 Sent o nel  core』 『 Caro l acci o』

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

文化祭に向けての曲
・ Ci rcl e of  l i f e
・ Fr i end l i ke me
・ A whol e new wor l d

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第７ . ８ ． ９ 番 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる



科目 声楽 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

２
月

１
月

4

１
２
月

３
月

コ ールユーブンゲン ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第１ ３ 番 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

今ま での既習曲を選んで ４ 月から 学んだ曲から １ 曲選択し て発表さ せる

態度

4態度

コ ンコ ーネ50番練習曲よ り 第１ １ . １ ２ 番 ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

コ ールユーブンゲン ①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②自分の声種の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌唱表現を生み出さ せる

イ タ リ ア歌曲集よ り
『 Se t u m' ami 』 『 Lasci ar  d' amar t i 』

①曲にふさ わし い発声、 身体の使い方を理解さ せる
②歌詞の内容や言葉のも つ語感について考えたり 、 音楽の構造を分析し 、 フ
レーズや楽曲全体をどのよ う に歌う かについて考えさ せる
③様々な時代や様式の音楽、 地域やジャ ンルなどによ って異なる 多様な音楽に
ついて主体的に学習し 、 自分の声種や声の特徴などを生かし 、 音楽性豊かな歌
唱表現を生み出さ せる



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 外国語 科目：
コ ミ ュ ニケーショ ン 英語Ⅱ

年間授業計画

教　 　 　 科： 外国語 科　 　 　 目： コ ミ ュ ニケーショ ン 英語Ⅱ 単位数： 　 2単位

対象学年組：  第3学年NK組　

教科担当者： 石田　 太陽

使用教科書： （ 　 Revi sed COMET Engl i sh Communi cat i onⅡ（ 数研出版） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 コ ーパス 3000（ 東京書籍) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
コ ミ ュ ニケー
ショ ン 英語Ⅱ 評価の観点・ 方法

配当
時数

関心・ 理解
表現・ 知識

ワ ーク シート
発言・ テス ト

関心・ 理解
表現・ 知識

ワ ーク シート
発言・ テス ト

関心・ 理解
表現・ 知識

関心・ 理解
表現・ 知識

ワ ーク シート
発言・ テス ト

５
月

2

2

2

４
月

ワ ーク シート
発言・ テス ト

2

2

2Lesson 11
Wi n f or  Our  Nat i on

Warmi ng Upの活動を通し て， ス プリ ングボッ ク ス について理解し て， 発言し た
り ， し っかり 聴こ う と する 姿勢を養う 。

【 Part  2】 ス プリ ングボッ ク ス についての背景を理解し 異文化理解の姿勢を身
につける 。

【 Part  2】 南アフリ カの人々の、 ス プリ ングボッ ク ス についての見解がどのよ
う なも のかを理解でき る 。

【 Part  3】 ワ ールド カッ プにおける ス プリ ングボッ ク ス の役割を理解する こ と
ができ る 。

【 Part  3】 ワ ールド カッ プにおける 南アフリ カの人々の価値観の変化を理解す
る こ と ができ る 。

・ 【 Par t  3】 の内容を簡潔にま と めて話すこ と ができ る 。
・ 【 Par t  3】 の内容に関連し て， 自分の意見を簡潔に話す/書く こ と ができ る 。

2

６
月

2

2

4

７
月

2期末考査

８
月

2

2

９
月

2

2

１ 学期の復習 １ 学期の復習、 自己表現活動

Lesson 11
Wi n f or  Our  Nat i on

Lesson11の本文内の知覚動詞について理解する こ と ができ る 。

知覚動詞を使用し た表現を理解する こ と ができ る 。Lesson 11
Wi n f or  Our  Nat i on

指導内容 の具体的な指導目標

・ Warmi ng Upの活動を通し て， ス ポーツについて理解し て， 発言し たり ， し っ
かり 聴こ う と する 姿勢を養う 。

【 Part  1】 マンデラ と ピナールの出会いの理由を理解でき る 。

・ 【 Par t  1】 の内容を簡潔にま と めて話すこ と ができ る 。
・ 【 Par t  1】 の内容に関連し て， 自分の意見を簡潔に話す/書く こ と ができ る 。

Lesson 11
Wi n f or  Our  Nat i on

知覚動詞を使用し て自分が言いたいこ と を相手に伝える こ と ができ る 。

・ 【 Par t  2】 の内容を簡潔にま と めて話すこ と ができ る 。
・ 【 Par t  2】 の内容に関連し て， 自分の意見を簡潔に話す/書く こ と ができ る 。

Lesson 11
Wi n f or  Our  Nat i on

Warmi ng Upの活動を通し て， ワ ールド カッ プについて理解し て， 発言し たり ，
し っかり 聴こ う と する 姿勢を養う 。



科目
コ ミ ュ ニケー
ショ ン 英語Ⅱ 評価の観点・ 方法

配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

関心・ 理解
表現・ 知識

ワ ーク シート
発言・ テス ト

関心・ 理解
表現・ 知識

ワ ーク シート
発言・ テス ト

2

２
月

2

2

2

１
月

2

１
２
月

4

３
月

2

本単元のま と め

仮定法を使用し た表現を理解し 使う こ と ができ る 。

ワ ーク シート
発言・ テス ト

関心・ 理解
表現・ 知識

ワ ーク シート
発言・ テス ト

2

2関心・ 理解
表現・ 知識

関心・ 理解
表現・ 知識

ワ ーク シート
発言・ テス ト

2

2

2

月

2

2

【 Part  1】 千葉の工場で開発さ れた製品について、 どのよ う な点が優れている
かを理解でき る 。

日本の高度な工業技術について学び、 自分の意見をま と める こ と ができ る 。

新し い開発について創造的に考え、 自分の意見をま と める こ と ができ る 。

新し い製品について創造的に考え、 自分の意見をま と める こ と ができ る 。

・ 【 Par t  2】 の内容を簡潔にま と めて話すこ と ができ る 。
・ 【 Par t  2】 の内容に関連し て， 自分の意見を簡潔に話す/書く こ と ができ る 。

月

2

2

2

【 Part  2】 大阪の工場で開発さ れた製品について、 どのよ う な点が優れている
かを理解でき る 。

日本の技術について考え、 自分の意見をま と める こ と ができ る 。

Lesson 12
From Smal l  Fact or i es t o t he Wor l d

Warmi ng Upの活動を通し て、 工場で作ら れている 部品の名称やそれら が使われ
ている 建設物について理解し て、 発言し たり 、 し っかり 聴こ う と する 姿勢を養
う 。

Lesson 12
From Smal l  Fact or i es t o t he Wor l d

Warmi ng Upの活動を通し て， 医療関係について理解し て、 発言し たり ， し っか
り 聴こ う と する 姿勢を養う 。

Lesson 12
From Smal l  Fact or i es t o t he Wor l d

【 Part  1, 2】 に関連し て理解する こ と ができ 、 ま た、 自分の意見をま と めて発
表する こ と ができ る 。

期末考査

Lesson 12
From Smal l  Fact or i es t o t he Wor l d

Warmi ng Upの活動を通し て、 仮定法について理解し て、 発言し たり 、 し っかり
聴こ う と する 姿勢を養う 。

仮定法を使用し た表現を理解する こ と ができ る 。

2011年3月11日に東日本を襲った大地震後の混乱の中、 復興に向けて高校生が
行った復興活動の手記の内容に関連し て， 自分の意見を簡潔に話す/書く こ と が
でき る 。

総復習 1年間の総復習、 自己表現活動

Chal l enge 2
Le' t s Make Engl i sh Hai ku!

松尾芭蕉の俳句と 、 俳句の作り 方を英語で理解する こ と ができ る 。

俳句の形式で自分が表現し たい風景や気持ちを英語で表すこ と ができ る 。

2011年3月11日に東日本を襲った大地震後の混乱の中、 復興に向けて高校生が
行った復興活動の手記について理解する こ と ができ る 。

11

10



様式

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 外国語 科目： 年間授業計画

教　 　 　 科： 外国語 科　 　 　 目： 単位数： 　 4単位

対象学年組：  第3学年F組

教科担当者： 　 小林理聖

使用教科書： （ 　 New Fl ag Engl i sh Communi cat i onⅢ　 ( 　 増進堂　 ） 　 ）

使用教材  ： （ 　 New Fl ag Engl i sh Communi cat i onⅢワ ーク ブッ ク 　 ( 　 増進堂　 ） 、 コ ーパス 3000（ 東京書籍） 　 ）

科目
コ ミ ュ ニケ ー
ショ ン 英語Ⅲ 評価の観点・ 方法

配当
時数

コ ミ ュ ニケーショ ン 英語Ⅲ

コ ミ ュ ニケーショ ン英語Ⅲ

Chapt er 7 par t  1： The Ai r  Power ed Car ・ 自動車の燃料と し てガソ リ ン の代わり に「 空気」 を使用し た「 空気自動車」
がある こ と を 知る 。
・ 空気自動車の開発から 実現ま での経緯を 知る 。

指導内容

I nt roduct i on

Ski l l 1-3

Chapt er 1 par t  1： St eve and Ryoma

Chapt er 1 par t  2： St eve and Ryoma

の具体的な指導目標

・ １ 年間の授業の進め方を 理解さ せる 。
・ 英語で自己紹介を し 、 互いのこ と を 英語で紹介でき る よ う になる 。

・ 英文を 読むう えで大切なス キルを学び、 今後の英語学習に活かすこ と ができ
る よ う 問題演習を 通し て確認する 。

・ 「 革新者」 の定義について理解さ せ， ま たそこ にはど んな要素が必要なのか
を 考えさ せる 。
・ ス ティ ーブ・ ジョ ブズの成功と 困難を紹介する こ と で， 「 革新者」 たる には
「 信念を 持ち続ける こ と 」 が必要である と 理解さ せる 。

・ 同様に坂本龍馬の考え方， 生き 方を 紹介する こ と で「 信念」 がやはり キーワ ー
ド である こ と を 理解さ せる 。
・ 二人の「 革新者」 に共通であ る のが「 信念を 持ち続ける こ と 」 であり ， こ のこ
と を 理解し ， ま た学習者自身にも 生き る 上で「 信念」 が大切であ る こ と を 考えさ
せる 。

2

4

９
月

5

4

Chapt er 5 par t  1： Mi cr of i nance ・ マイ ク ロ フ ァ イ ナン ス が貧困者向けの「 小口（ マイ ク ロ ） 金融（ フ ァ イ ナン
ス ） 」 の総称であり ， 貧困者に基本的な金融サービ ス を 与える こ と がその背景
にある こ と を 理解さ せる 。

Chapt er 5 par t  2： Mi cr of i nance ・ マイ ク ロ フ ァ イ ナン ス の金融サービ ス は， 少額ロ ーン や利息を生む預金口座
の開設， 保険への加入など であり ， グループへのサービ ス も 可能である こ と を
理解さ せる 。

・ Chapt er5の復習を し 、 問題演習で理解を 深める 。Chapt er 5 ま と め

８
月

７
月

21学期の復習 1学期の復習

4

6・ 文才を 隠し つつ書き 続けた『 源氏物語』 が， 貴族社会での愛と 嫉妬をテーマ
にし ， 作者自ら の人生と 感情を 詰め込んだも のである こ と を 理解する 。
・ Chapt er4の復習を し 、 問題演習で理解を 深める 。

・ Chapt er4 par t  2： The Li f e of  Mur asaki
Shi ki bu
・ Chapt er4　 ま と め

６
月

4

2

4

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

Chapt er 3 par t  1： Communi t y Desi gn ・ コ ミ ュ ニティ デザイ ンと いう 言葉の意味や、 具体的な内容、 家島での取り 組
みの経緯を理解する 。
・ コ ミ ュ ニティ デザイ ン の指導者である 山崎亮氏と そのメ ン バーはど のよ う な
形で家島の人々と 関わっ たかを 理解する 。

Chapt er 3 par t  2： Communi t y Desi gn

Chapt er 3 ま と め

Chapt er 4 par t  1： The Li f e of  Mur asaki
Shi ki bu

・ 家島の魅力を家島プロ ジェ ク ト のメ ンバーがど のよ う に発見し ていったか、
家島の魅力を ど のよ う な手段で外部に発信し ていっ たかを理解する 。
・ プロ ジェ ク ト が進み， 島民たち自身でど う いっ た取り 組みを し ていったかを
し っかり と 押さ える 。

・ Chapt er3の復習を し 、 問題演習で理解を 深める 。

・ 『 源氏物語』 の作者である 紫式部の出生と 幼少のこ ろ について理解する 。
・ 夫と の死別後書き 始めた『 源氏物語』 が， 宮廷内で争う 貴族たちの観察を元
に書かれたも のである こ と を知る 。

5

1

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

4

４
月

4

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

５
月

2[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

4[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

4

2Chapt er 1 ま と め

Chapt er 2 par t  1： Ul ur u,  Not  Ayer s Rock

Chapt er 2 par t  2： Ul ur u,  Not  Ayer s Rock

・ Chapt er1の復習を し 、 問題演習で理解を 深める 。

・ 世界遺産である ウ ルルについての詳細と 白人によ る 開発の歴史や、 ウ ルル周
辺に住み続けてき たアナン グ族のウ ルルに対する 認識を 理解する 。
・ ウ ルルの別名「 エアーズロ ッ ク 」 がど のよ う な経緯でつけら れたのかを 理解
する 。

・ ウ ルルの観光地化， 保護化の変遷を 理解する こ と で， 開発と 保護の両立， の意義を 理解する 。
・ ア ナン グ 族は観光客に何を 望んでいる のか， その希望は尊重さ れている のかを 読み取る 。
・ 観光地の開発には地元の民族と の問題が起こ り う る こ と を 理解する 。

・ Chapt er2の復習を し 、 問題演習で理解を 深める 。Chapt er 2 ま と め

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言



科目
コ ミ ュ ニケ ー
ショ ン 英語Ⅲ 評価の観点・ 方法

配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

3学期の復習 3学期の復習

Chapt er 12 ま と め ・ Chapt er 12の復習を し 、 問題演習で理解を 深める 。

速読ト レ ーニング ・ 130～230字程度の英文を 時間内に読むこ と ができ る 。
・ 未習の単語にも 対応でき る 力を 身につける 。

Chapt er 7 par t  2： The Ai r  Power ed Car ・ 空気自動車の外観・ 内装と 利点について知る 。
・ 空気自動車の走行性能や排気・ 燃料である 圧縮空気についての概要を知る 。

2学期の復習 2学期の復習

共通テス ト 問題集 共通テス ト 対策と し てリ ス ニン グ、 リ ーディ ングの問題演習を 行い、 問題形式
に慣れさ せる 。

2[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

Chapt er 9 par t  2： Pr i nt i ng t he Fut ur e ・ 3Dプリ ンタ ーが持つ問題について知り ， その危険性や利用方法についての内
容を読み取ら せる 。

Chapt er 9　 ま と め ・ Chapt er 9の復習を し 、 問題演習で理解を深める 。

月

4

2

5

Chapt er 8 par t  1： Ar e Chi l dr en t he Best
Learner s?

・ 子ど も と 同様の方法で大人が学習し た場合の結果を知る 。
・ 大人の言語学習能力が決し て子ど も に引けを取ら ないこ と を 知る 。

Chapt er 8 ま と め ・ Chapt er 8の復習を し 、 問題演習で理解を深める 。

Chapt er 9 par t  1： Pr i nt i ng t he Fut ur e ・ 3Dプリ ンタ ーの現在の開発状況を知り ， 今後私たちの生活におよ ぼす影響に
ついて理解さ せる 。

4

１
０
月

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

3

4

Chapt er 7 par t  3： The Ai r  Power ed Car ・ 空気自動車の現在の開発状況と 今後の展望について知り ， 問題点など を 話し
合う 。

Chapt er 7 ま と め ・ Chapt er 7の復習を し 、 問題演習で理解を深める 。

Chapt er 8 par t  1： Ar e Chi l dr en t he Best
Learner s?

・ 子ど も の方が大人よ り も 言語の学習能力に優れている と 言われている が， 本
当にそう なのか検証する 。
・ 子ど も と 大人の言語学習方法の違いを理解する 。

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

4

3

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

5

5[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

Chapt er 12 par t  1： Spar k Joy-Ti dy Up t o
Est abl i sh t he Li f est yl e You Want

・ 試験前に衝動的に片付けをし てし ま う 筆者の様子と ， その片付けがも たら し
た結果を 理解する 。
・ 多く の人がプレ ッ シャ ーのかかる 場面で衝動的に片付けを し てし ま う 理由を
知る 。

Chapt er 12 par t  2： Spar k Joy-Ti dy Up t o
Est abl i sh t he Li f est yl e You Want

・ 様々な専門家が提唱する 片付けのルールを 確認し 、 専門家の提唱する 片付け
のルールを学んだ後に筆者がど のよ う な考え方を 持つよ う になったのかを 読み
取る 。

Chapt er 12 par t  3： Spar k Joy-Ti dy Up t o
Est abl i sh t he Li f est yl e You Want

・ 片づけに関する 筆者の主張と 筆者が発見し た新たな片付けの方法を 確認す
る 。
・ 新たな片付けを 発見する 前と 発見し た後の筆者の片付け方を 比較し ， その違
いを理解する 。

３
月

12[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

7

２
月

4

１
月

5

１
２
月

4

4

11



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 外国語 科目： 英語演習Ⅱ 年間授業計画

教　 　 　 科： 外国語 科　 　 　 目： 英語演習Ⅱ 単位数： 　 2単位

対象学年組：  第3学年F組　

教科担当者：  小林理聖

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 英語演習Ⅱ 評価の観点・ 方法
配当
時数

使用教材  ： （ 　 総合英語Ever gr een,  STARTI NG LI NE 英語リ ス ニン グ （ いいずな書店） 、 大学入試 英文法・ 語法問題　 ア ッ プグレ ード （ 数研出版） 、 英語総合問題r ai se 3 SECOND EDI TI ON,  Act i ve Li s t eni ng 3,  英語総合問題 Seek next  5（ 第一学習

社） 　 ）

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

・ 音の連続や強勢など音声面の知識・ 技能を学習し 、 リ ス ニング問題に慣れ
る 。
・ 関係詞、 疑問文についての小テス ト で理解度を確認する 。

2

2

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

2

４
月

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト５

月

2[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

2

2・ rai se 3　 Lesson 11
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ rai se 3　 Lesson 12
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ Act i ve Li st eni ng 3
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ２ ５ ０ ～３ ０ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 助動詞、 比較についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ ２ ５ ０ ～３ ０ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 態、 不定詞についての小テス ト で理解度を確認する 。

2

６
月

2

2

4

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

・ rai se 3　 Lesson 13
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ２ ５ ０ ～３ ０ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 前置詞についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ rai se 3　 Lesson 14
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ rai se 3　 Lesson 15
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ Act i ve Li st eni ng 3
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ２ ５ ０ ～３ ０ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 仮定法についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ ２ ５ ０ ～３ ０ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 接続詞についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ 音の連続や強勢など音声面の知識・ 技能を学習し 、 リ ス ニング問題に慣れ
る 。
・ 否定、 倒置等についての小テス ト で理解度を確認する 。

７
月

2・ 1学期の復習 ・ 1学期の復習をし 、 理解度を確認する 。

８
月

2

2

９
月

2

2

・ Seek next  5　 Lesson 7
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 動詞の語法についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ Seek next  5　 Lesson 8
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 名詞、 代名詞の語法についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 数量表現についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ Seek next  5　 Lesson 9
・ アッ プグレ ード 小テス ト

指導内容

・ rai se 3　 Lesson 7, 8, 9
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ rai se 3　 Lesson 10
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ Act i ve Li st eni ng 3

の具体的な指導目標

・ ２ ５ ０ ～３ ０ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 動名詞/不定詞/分詞についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ ２ ５ ０ ～３ ０ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 時制についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ 音の連続や強勢など音声面の知識・ 技能を学習し 、 リ ス ニング問題に慣れ
る 。

・ STARTI NG LI NE ・ 共通テス ト のリ ス ニング形式に慣れる 。



科目 英語演習Ⅱ 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

２
月

8

１
月

2

月

4

３
月

4[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

1, 2学期の総復習 ・ テキス ト 、 過去問等の中で苦手分野や理解し き れていない部分を取り 上げ、
重点的に問題演習、 解説等をする 。

大学入試問題演習 ・ 大学入試問題を解き 内容理解をする と と も に、 重要単語や重要構文の確認を
する 。

4[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク シート 、 発言

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

2

2

2

月

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

2

2

・ Seek next  5　 Lesson 11
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 多義語についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ Seek next  5　 Lesson 12
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 重要語いについての小テス ト で理解度を確認する 。

・ STARTI NG LI NE ・ 共通テス ト のリ ス ニング形式に慣れる 。

[ 関心・ 理解・ 表現・ 知識]
ワ ーク ブッ ク 、 発言、 テス ト

・ STARTI NG LI NE ・ 共通テス ト のリ ス ニング形式に慣れる 。

月

2

2

2

・ Seek next  5　 Lesson 13
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 動詞の熟語についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ Seek next  5　 Lesson 14
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 動詞の熟語についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ Seek next  5　 Lesson 15
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 前置詞の熟語についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ Seek next  5　 Lesson 10
・ アッ プグレ ード 小テス ト

・ ３ ０ ０ ～４ ５ ０ 語程度の英文を時間内に読み、 内容理解する 。
・ 文法、 構文、 作文等について総合的に学習する 。
・ 形容詞、 副詞の語法についての小テス ト で理解度を確認する 。

・ 2学期の復習 ・ 2学期の復習をし 、 理解度を確認する 。

・ 3学期の復習 ・ 3学期の復習をし 、 理解度を確認する 。

大学入試問題演習 ・ 大学入試問題を解き 内容理解をする と と も に、 重要単語や重要構文の確認を
する 。

11

10



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 農業 科目： 総合実習（ 園芸利用Ⅲ）年間授業計画

教　 　 　 科： 農業 科　 　 　 目： 総合実習（ 園芸利用Ⅲ）単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第3学年2組

教科担当者： 石井　 陽次

使用教科書： （ 　 実教出版　 草花　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　                 　 　     　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
総合実習
（ 園芸利用
Ⅲ）

評価の観点・ 方法
配当
時数

知

プリ ント

関・ 技

実習

技

実習

関・ 技

実習

技

実習

技

実習

技

実習

関・ 技

実習

技

実習

技

実習

関・ 技

実習

関・ 技

実習

技

実習

関・ 技

実習

関・ 技

プリ ント ・ 実習

関・ 技

実習

技

実習

関・ 技

実習

関・ 技

実習

知

プリ ント

関・ 技

実習

園芸デザイ ン 園芸デザイ ンと 草花装飾の特徴を理解でき る 。

観葉植物の活用 温室内にある 観葉植物の管理作業ができ る 。

花がら 取り 、 除草、 追肥などの花壇管理に必要な作業を理解し て、 実際に作業
ができ る 。

花壇用草花の栽培 デザイ ンに従い、 秋ま き 一年草苗を使った花壇をつく る こ と ができ る 。

パッ ショ ンフルーツ栽培 パッ ショ ンフルーツの日常管理作業ができ る 。

花壇の管理
花がら 取り 、 除草、 追肥などの花壇管理に必要な作業を理解し て、 実際に作業
ができ る 。

パッ ショ ンフルーツ栽培

ク リ 栽培

パッ ショ ンフルーツの日常管理作業ができ る 。

ク リ の品種と 特徴を理解し 、 追肥作業ができ る 。

花壇用草花の栽培
秋ま き 一年草の種類と 特徴を理解し 、 種子の大き さ と 発芽特性に応じ て播種作
業ができ る 。

花壇用草花の栽培 春ま き 一年草の箱ま き 苗、 セルト レイ 苗の鉢上げ作業ができ る 。

指導内容

パッ ショ ンフルーツ栽培

の具体的な指導目標

パッ ショ ンフルーツの果樹と し ての特徴を理解する 。

パッ ショ ンフルーツ苗の人工授粉作業ができ る 。

パッ ショ ンフルーツの日常管理作業ができ る 。

１
１
月

4

2

4

１
０
月

4草花の栄養繁殖法 栄養繁殖法について理解し 、 多肉植物を使った栄養繁殖法の作業ができ る 。

花壇用草花の栽培 秋ま き 一年草の箱ま き 苗、 セルト レイ 苗の鉢上げ作業ができ る 。

4

９
月

4

2

4

花壇の管理
花がら 取り 、 除草、 追肥などの花壇管理に必要な作業を理解し て、 実際に作業
ができ る 。

パッ ショ ンフルーツの日常管理作業及び収穫ができ る 。パッ ショ ンフルーツ栽培

パッ ショ ンフルーツ栽培 パッ ショ ンフルーツの日常管理作業及び収穫ができ る 。

８
月

2

4

2

４
月

2

4

4花壇用草花の栽培

パッ ショ ンフルーツ栽培

観葉植物の管理

春ま き 一年草の種類と 特徴を理解し 、 種子の大き さ と 発芽特性に応じ て播種作
業ができ る 。

パッ ショ ンフルーツの日常管理作業ができ る 。

観葉植物の種類と 特徴を理解し 、 株分け、 植え替え作業ができ る 。

4

５
月

4
６
月

4

2

７
月

2

１
月

4

１
２
月

4

花壇の管理

３
月

２
月



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 農業 科目： 園芸利用Ⅳ 年間授業計画

教　 　 　 科： 農業 科　 　 　 目： 園芸利用Ⅳ 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年　 普通科　 農業選択　

教科担当者： 中嶋　 龍也

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 実習資料　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 園芸利用Ⅳ 評価の観点・ 方法
配当
時数

○チャ の栽培特性を理解し て、 肥料を追肥する こ と ができ る 。

○ジャ ムの製造を通し て、 果実類の加工の製造原理を理解する こ と ができ る 。

○シュ ーク リ ームの製造 ○シュ ーク リ ームの映像を通し てでんぷんのアルファ 化の原理を学ぶこ と がで
き る 。

○和菓子（ どら 焼き ） の製造 ○饅頭の案の種類や製造方法の原理を学ぶこ と ができ る 。

○和菓子（ ま んじ ゅ う ） の製造 ○ま んじ ゅ う の製造を通し てでんぷんのアルファ 化の原理を学ぶこ と ができ
る 。

○栄養素の種類と 働き ○5台栄養ののう ち特にたんぱく 質の働き について理解し 、 食品製造における タ
ンパク 質の作用について理解でき る 。

○シフォ ンケーキの製造 シフォ ンケーキ製造を通し てメ レンゲに利用さ れる 卵白特性について理解でき
る 。

○食品表示について

○丸パンの製造 ○丸パンの製造を通し て小麦粉の加工特性を学ぶ、 発酵パンの製造を通し て微
生物の作用を学ぶ

○デコ レーショ ンケーキの製造 ス ポンジの製造から ク リ ームのデコ レーショ ンを行いデコ レ ーショ ンケーキ製
造の技術を身に着けら れる 。

○食品衛生について 食品衛生について学び、 三宅高校農場での取り 組みを理解でき る 。

指導内容

○食品製造の意義について

○GAP、 HACCPについて

○イ チゴの栽培管理

○製茶実習

の具体的な指導目標

諸奥品製造の意義について学び、 食品製造を行う 態度を身に着ける こ と ができ
る 。

GAPについて理解する こ と ができ る 。 三宅高校で行っている GAPの取り 組みを理
解し 、 実践する こ と ができ る 。

食品製造の原料と なる イ チゴの栽培技術、 基礎的な知識を身に着ける 。

茶葉の収穫を通し て、 チャ の生育と 栽培技術を身に着ける こ と ができ る 。

１
１
月

2

4

食品表示について学び正し く 読み取る 力を身に着ける こ と ができ る 。

○デコ レーショ ンケーキの製造 ○鶏卵の泡立て方法やク リ ームの絞り 方、 デコ レ ーショ ンの方法を理解する こ
と ができ る 。 製造する ケーキのデザイ ンを自ら 考え実際に作る こ と ができ る 。

１
０
月

2○栄養素の種類と 働き ○食品製造の基礎と なる 五大栄養素の働き 、 特性を理解する 。

９
月

2

2

4

○イ チゴジャ ムの製造

　 ○ブルーベリ ージャ ムの製造

８
月

７
月

６
月

2〇紅茶の製造 〇紅茶の製造を通し て紅茶の製造原理を理解する こ と ができ る 。

2

4

4

４
月

4

ク ッ キーの製造を通し て、 油脂のク リ ーミ ング性やショ ート ニング性を理解す
る こ と ができ る 。

５
月

4

2

4

2○穀類の加工

○ク ッ キーの製造

○茶畑の管理

穀類の種類と その特徴を知り 、 加工原理を理解する 。 穀類加工室の使い方を学
ぶ。

茶畑の除草を通し て、 チャ ノ キの生育状況を観察し チャ ノ キの特性を理解さ せ
る 。

マド レ ーヌ 製造を通し てバタ ーケーキ生地の製造方法を学ぶ。

○マドレーヌの製造

2

4

３
月

2チャ の栽培管理（ 追肥）

4２
月

4

4

１
月

2

１
２
月

4



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： 食品 年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： 食品 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年　 普通科　

教科担当者： 　 若井　 佐友里

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 ニュ ービ ジュ アル家庭科　 資料＋成分表（ 実教出版） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 食品 評価の観点・ 方法
配当
時数

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

１
２
月

関
発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

4関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

2

2

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

2

ま と め 学んだ知識を整理し 、 ま と める 。

４
月

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

５
月 2

2豆類実習

豆類、 米粉実習

大豆の種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解す
る 。

豆類の種類を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解する 。

2

2清涼飲料水の糖度を理解する 。 体にどのよ う に影響をあたえる か理解する 。嗜好品の糖度実験

６
月

2

2

2

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

豆類、 小麦粉実習 小麦粉の種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解す
る 。

家庭や地域における 食育推進活動

寒天、 ゼラ チン実習

でんぷん実習

日本の行事食を調べ、 ま と める 。

寒天、 ゼラ チンの種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法
を理解する 。

でんぷんの種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解
する 。

７
月

4ま と め 学んだ知識を整理し 、 ま と める 。

８
月

９
月

2

2

4

手作り ソ ース 実習 ルウ の種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解す
る 。

手作り ソ ース 実習 パス タ の特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解する 。

１
０
月

2乳、 乳製品実習 乳、 乳製品の種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理
解する 。

家庭や地域における 食育推進活動 日本の水産加工食品を調べ、 ま と める 。

１
１
月

4

2

2

家庭や地域における 食育推進活動 日本の郷土食を調べ、 ま と める 。

卵、 野菜実習 卵の乳化性を理解する 。 野菜の種類と 特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の
製造方法を理解する 。

果物実習 果物の種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解す
る 。

指導内容

オリ エンテーショ ン

食中毒について

小麦粉実験

の具体的な指導目標

科目の目標、 授業内容の説明。

DVDを見て、 食中毒の種類と 対処法について理解する 。

小麦粉のグルテンについて理解する 。



科目 食品 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

２
月

１
月

2

2

2

３
月

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

卵実習 卵の起泡性を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解する 。

油脂類実習 油脂類の種類と その特徴を理解する 。 実習を通し て加工品の製造方法を理解す
る 。

ま と め 学んだ知識を整理し 、 ま と める 。

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： フ ァ ッ ショ ン造形 年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： ファ ッ ショ ン造形 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年K組　

教科担当者： 豊田睦月　 南萌香

使用教科書： （ 　 フ ァ ッ ショ ン 造形　 （ 実教出版） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
フ ァ ッ ショ
ン 造形

評価の観点・ 方法
配当
時数

関

発言、 観察

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

２
月

12

１
月

12

１
２
月

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

３
月

12

10

14

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

10

2

４
月

６
月

18

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

５
月

７
月

4

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

８
月

９
月

14

16

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

１
０
月

１
１
月

16

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

指導内容

オリ エンテーショ ン

被服製作

の具体的な指導目標

1年間の予定を 確認する

生徒自身が選んだ被服を 製作する 。

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。

被服製作 生徒自身が選んだ被服を製作する 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： フ ード デザイ ン年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： フ ード デザイ ン単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年　 家政科　

教科担当者： 　 若井　 佐友里

使用教科書： （ 　 フ ード デザイ ン（ 教育図書） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
フード デザ
イ ン

評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容

オリ エンテーショ ン

日常食の調理

の具体的な指導目標

科目の目標 授業内容、 進め方、 評価方法について理解する 。

食物調理技術検定3級レベルの知識と 実技を学ぶ。

１
１
月

6

2

日常食の調理 日常食の実習に意欲的に取り 組むこ と ができ る 。

家庭や地域における 食育推進活動 日本の行事食を調べ、 ま と める 。

１
０
月

6日常食の調理 日常食の実習に意欲的に取り 組むこ と ができ る 。

日常食の献立作成と 調理 日常食の献立作成に意欲的に取り 組むこ と が出来る 。
献立を調理する こ と が出来る 。

９
月

6

2

日常食の献立作成と 調理 食物調理技術検定2級レベルの知識と 実技を学ぶ。
日常食の献立作成に意欲的に取り 組むこ と が出来る 。

８
月

７
月

4ま と め 学んだ知識を整理し 、 ま と める 。

8

６
月

2

2関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

日常食の調理 食物調理技術検定3級レベルの知識と 実技を学ぶ。

日常食の献立作成と 調理

日常食の献立作成と 調理

日常食の献立作成に意欲的に取り 組むこ と が出来る 。

日常食の献立作成に意欲的に取り 組むこ と が出来る 。
献立を調理する こ と が出来る 。

４
月

５
月

6日常食の調理 食物調理技術検定3級レベルの知識と 実技を学ぶ。

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

家庭や地域における 食育推進活動 行事食の実習に意欲的に取り 組むこ と ができ る 。
日本の行事食を調理する こ と ができ る 。

ま と め 学んだ知識を整理し 、 ま と める 。 4

関
発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

2関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

6

2

日常食の調理 日常食の実習に意欲的に取り 組むこ と ができ る 。

ま と め 学んだ知識を整理し 、 ま と める 。

３
月

関・ 思・ 技・ 知
観察、 ワ ーク シート

関・ 思・ 知
観察、 発言、 ワ ーク シート

２
月

１
月

4

１
２
月

2



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： 課題研究 年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： 課題研究 単位数： 　 ４ 単位

対象学年組：  第３ 学年　 家政科　

教科担当者： 　 若井　 佐友里

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 課題研究 評価の観点・ 方法
配当
時数

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

２
月

１
月

2

１
２
月

2

4

３
月

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

2関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

ま と め 1年間の学習の成果を振り 返り 、 ま と めさ せる 。

個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

発表リ ハーサル 準備し た発表を実施する こ と が出来る 。

発表 準備し た発表を実施する こ と が出来る 。 他の生徒の発表を聞いて、 内容を理解
し 、 自分の考えをま と める こ と が出来る 。

4

関・ 思
発言・ 観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

2関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

11

1

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

関・ 思・ 技・ 知
観察・ レ ポート ・ 作品

関・ 思・ 技・ 知
観察・ プリ ント

個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

レ ポート のま と め 行ってき た調査研究をレ ポート にま と める 。

４
月

５
月

12個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

６
月

18個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

4

７
月

2個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

レ ポート のま と め 行ってき た調査研究をレ ポート にま と める 。

８
月

９
月

10

14

個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

１
０
月

個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

１
１
月

16個人での調査研究 各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。

指導内容

オリ エンテーショ ン

個人での調査研究

の具体的な指導目標

科目の目標 授業内容、 進め方、 評価方法について理解する 。

各自 主体的に個々でテーマを設定し 、 調査、 研究、 作品製作、 実習を組み合わ
せて、 レポート にま と める 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： 子ど も の発達と 保育年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： 子ど も の発達と 保育単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年家政科

教科担当者： 手塚博生

使用教科書： （ 　 子ど も の発達と 保育　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
子ども の発
達と 保育

評価の観点・ 方法
配当
時数

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

２
月

１
月

4

１
２
月

３
月

〇生活習慣の形成
・ 生活習慣の意義
･基本的生活習慣
・ 社会的生活習慣

・ 乳幼児期に身につける べき 生活習慣と 親の影響について考える 。
・ 基本的生活習慣と 社会的生活習慣の意義と 重要性を理解し 、 子ども の発達に

即し た適切な生活習慣について考える 。

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

6・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ 定期考査

・ 行動観察
ワ ーク シート

・ 行動観察
・ 定期考査
・ ワ ーク シート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

6

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

〇子ども の遊び
・ 生活と 遊び
・ 遊びの援助

・ 子ども の遊びの意義について考える 。
・ 子ども の発達に合わせた玩具を選び使用する 。
・ 遊びにおける 保育者から の働き かけを考える 。

４
月

５
月

8発達と 保育環境
・ 発達と 保育環境のかかわり

・ 保育環境をと と のえる

・ 保育環境のかかわり について知り 、 保育環境を整える こ と の重要性について
思考を深める 。

・ 児童観、 発達観の変遷について理解する

６
月

8２ 子供の発達の過程
・ 子供の発育

・ 胎児の発育、 発達
・ 乳幼児の身体的特徴
・ 乳幼児の生理的特徴

・ 発育の評価

生命の誕生について関心を持ちにゅう よ う じ の身体的特徴と 生理的特徴につい
て知識を習得する 。

・ 子ども の精神発達の特徴を学び、 乳幼児期が人格形成上大切な時期である こ
と を学ぶ。

７
月

2「 ・ 子ども の発達と 特性」 「 子ども の発達の
過程」 について復習する

振り 返り シート で確認作業を行う 。

８
月

９
月

8

8

３ 章子ども の保育
〇保育の意義と 重要性

・ 保育と は
・ 人減形成と 保育

・ 保育の意義と 重要性に関心を持つ。
・ 家庭保育と 集団保育のそれぞれの特徴や役割を知り 、 子ども の発達に両方が

必要である こ と を学ぶ。

１
０
月

         〇家庭保育と 集団保育
・ 家庭保育
・ 集団保育

〇保育の方法
・ 保育者の役割と は
・ 指導のポイ ント

・ 保育環境の変化を確認し 、 今後の保育環境考る
・ 保育実習を通し て子ども と 適切にかかわる 技能を身につける

１
１
月

84章　 子ども の生活
〇生活と 養護
・ 生活と 健康
・ 栄養と 食事

・ 食習慣の形成
・ 衣生活と 育児用品

・ 子ども の生活に関心を持ち、 乳幼児の生活の特徴から 健康を保持増進し 順調
な成長を促すう えで、 発育や発達に応じ た養護が必要な事を理解する 。

・ 子ども の衣生活と 育児用品について身体的特徴をふま えて安全で快適にせい
かつする ために何が必要か選択でき る 。

指導内容

１ 子ども の発達と 特徴
乳幼児期の発達と 意義

の具体的な指導目標

・ 子ども に関心を持ち、 乳幼児期の意義について理解する 。
・ 子ども の発達と 保育環境のかかわり について知り 、 保育環境を整える こ と の

重要性について思考を深める 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： フ ァ ッ ショ ン デザイ ン年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： フ ァ ッ ショ ンデザイ ン単位数： 　 2単位

対象学年組：  第３ 学年選択　

教科担当者： 豊田睦月　 南萌香

使用教科書： （ 　 フ ァ ッ ショ ンデザイ ン（ 実教出版） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
ファ ッ ショ
ンデザイ ン

評価の観点・ 方法
配当
時数

関・ 技

作品
授業観察

知

ワ ーク シート
授業観察

関・ 技

作品
授業観察

知・ 技

ワ ーク シート
授業観察

知・ 技

ワ ーク シート
授業観察

知

ワ ーク シート
授業観察

知

ワ ーク シート
授業観察

知

ワ ーク シート
授業観察

知・技

ワークシート
授業観察

知・技

ワークシート
授業観察

関・ 技

作品
授業観察

関・ 技

作品
授業観察

関・ 技

作品
授業観察

知・ 思・ 技

レ ポート
授業観察

知・ 思・ 技

レ ポート
授業観察

知・ 思・ 技

レ ポート
授業観察

服飾史　 調べ学習 西洋の服飾史を各自が調べ、 レポート にま と める 。 ま た、 レ ポート を基に発表
を行う 。

服飾史　 調べ学習 西洋の服飾史を各自が調べ、 レポート にま と める 。 ま た、 レ ポート を基に発表
を行う 。

服飾史　 調べ学習 西洋の服飾史を各自が調べ、 レポート にま と める 。 ま た、 レ ポート を基に発表
を行う 。

ファ ッ ショ ン画によ る 表現
ハンガーイ ラ ス ト

ファ ッ ショ ンデザイ ンに関心を持ち、 自分のイ メ ージをハンガーイ ラ ス ト に表
現する 。
実習に意欲的に取り 組み、 さ ま ざま な手法を活用し て描く こ と ができ る 。

ファ ッ ショ ン画によ る 表現
細部の描き 方 ファッションデザイン画の表現に必要な、頭部、手、脚などの細部の描き方について知

り、描くことができる。

ファ ッ ショ ン画によ る 表現
テク ス チャ と 柄、 ひだの表現 ファッションデザイン画の表現に必要な、基本的な着装表現、ディティールの描き方、

素材表現について知り、描くことができる。

ファ ッ ショ ン画によ る 表現
ス タ イ ル画

ファ ッ ショ ンデザイ ンに関心を持ち、 自分のイ メ ージを着装画と し てス タ イ ル
画に表現する 。
実習に意欲的に取り 組み、 さ ま ざま な手法を活用し て描く こ と ができ る 。

指導内容

ファ ッ ショ ンデザイ ンの発想と 表現
ファ ッ ショ ンマッ プによ る 表現

ファ ッ ショ ン画と 色彩

の具体的な指導目標

ファ ッ ショ ンデザイ ンに関心を持ち、 自分のイ メ ージをファ ッ ショ ンマッ プに
表現する 。
実習に意欲的に取り 組み、 作品にま と める こ と ができ る 。

色調、 配色の基礎、 色彩の持つイ メ ージを知る 。
ファ ッ ショ ンデザイ ン画に表現する ために必要な彩色方法を知る 。

１
１
月

8

ファ ッ ショ ン画によ る 表現
ハンガーイ ラ ス ト

ファ ッ ショ ンデザイ ンに関心を持ち、 自分のイ メ ージをハンガーイ ラ ス ト に表
現する 。
実習に意欲的に取り 組み、 さ ま ざま な手法を活用し て描く こ と ができ る 。

９
月

1

1

8

ファ ッ ショ ンデザイ ンの意味
ファ ッ ショ ンデザイ ンと は何か

流行について、 根源的な人間の心理的欲求と のかかわり や産業界と のかかわり
を知る 。

ファ ッ ショ ン画によ る 表現
材料・ 用具

ファ ッ ショ ンデザイ ン画演習に必要な用具の名称・ 適切な使用方法を知る 。

ファ ッ ショ ンデザイ ン画の表現に必要な、 基本のプロ ポーショ ン、 変化のポー
ズについて知る 。

ファ ッ ショ ン画によ る 表現
プロ ポーショ ン」

１
０
月

７
月

4

ファ ッ ショ ンデザイ ンの目的と 発想
デザイ ン画によ る 表現

デザイ ンをする 目的や、 デザイ ンのために必要な条件を知る 。
各自が創造的に表現でき る 。

８
月

ファ ッ ショ ンデザイ ンの目的と 発想
デザイ ン画によ る 表現

デザイ ンをする 目的や、 デザイ ンのために必要な条件を知る 。
各自が創造的に表現でき る 。６

月
8

4

４
月

５
月

6

ファ ッ ショ ンデザイ ンの発想と 表現
ファ ッ ショ ンマッ プによ る 表現

ファ ッ ショ ンデザイ ンに関心を持ち、 自分のイ メ ージをファ ッ ショ ンマッ プに
表現する 。
実習に意欲的に取り 組み、 作品にま と める こ と ができ る 。

2

6

1

1

2

３
月

6

２
月

6

１
月

6

１
２
月



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： フ ァ ッ ショ ン 造形基礎年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： フ ァ ッ ショ ン造形基礎単位数： 　 2単位

対象学年組：  第3学年 選択科目

教科担当者： （  豊田睦月 ： ㊞） （  南萌香 ： ㊞）

使用教科書： （ フ ァ ッ ショ ン造形基礎　 （ 実教出版） 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）  

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
ファ ッ ショ
ン造形基礎

評価の観点・ 方法
配当
時数

関

ワ ーク シート
授業観察

関・ 技

ワ ーク シート
授業観察

関・ 技

作品・授業観察

関・ 技

作品・授業観察

関・ 技

作品・授業観察

知・ 思

考査

知・ 思

考査、 授業観察

関・技

作品・授業観察

関・技

作品・授業観察

関・技

作品・授業観察

関・ 技

作品・授業観察

関・技

作品・授業観察

知・ 思

考査

知・ 思

考査、 授業観察

関・技

作品・授業観察

2

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

１
２
月

1

1

2

6

５
月

2

2

2

４
月

6

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

６
月

8

1

2

７
月

1

定期テス ト ・ こ れま での内容を理解し たう えで、 自分の考えを述べる こ と ができ る
・ ミ シンの糸掛けなどの基本的なス キルが身についている

テス ト 返却・ 解説 ・ テス ト ででき なかった点におおいて、 復習し 、 でき る よ う になる

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

８
月

９
月

6

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

１
０
月

１
１
月

10

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

「 ハーフパンツの製作 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

指導内容

オリ エンテーショ ン
デザイ ン集め

採寸
材料を知る

購入計画

の具体的な指導目標

・ 1年間の予定を確認する
・ ハーフパンツ製作にむけて、 雑誌等から さ ま ざま なデザイ ンを集め・ 分類す
る

・ 被服作品の製作に必要な身体採寸のついて理解し 、 適切な方法で採寸ができ
る 。
・ 布の裏表、 縦横が判別でき る
・ 生地によ って販売時の幅が異なる こ と を知る
・ 布地に合った色の糸が選べる

・ 何を、 どのく ら い購入する のか　 がわかる
・ おおま かなデザイ ン案がイ メ ージでき ている

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

定期テス ト ・ こ れま での内容を理解し たう えで、 自分の考えを述べる こ と ができ る
・ 時間内に指示通り の作品を仕上げら れる

テス ト 返却・ 解説 ・ テス ト ででき なかった点におおいて、 復習し 、 でき る よ う になる



科目
ファ ッ ショ
ン造形基礎

評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

関・技

作品・授業観察

関・技

作品・授業観察

関・技

作品・授業観察

２
月

6

１
月

6

３
月

6

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。

「 ハーフパンツの製作」 ・ ハーフパンツの製作に意欲的に取り 組み、 計画的で能率的な作業ができ る 。
被服製作の基礎を習得し 、 丁寧に製作でき る 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： フ ード デザイ ン年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： フ ード デザイ ン単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年 選択

教科担当者： 手塚博生

使用教科書： （ 　 フ ード デザイ ン　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
フード デザ
イ ン

評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容

・ オリ エンテーショ ン

・ 家庭や地域における 食育推進活動

の具体的な指導目標

・ 調理室の使い方を学ぶ
・ レポート の書き 方を理解する

・ 日本の行事食を調べま と める 。

１
１
月

8・ 調理実習と 理論 ・ 実習の説明を通し て栄養、 食品、 料理形式と 献立、 調理理論を理解する 。 ま
た、 実習をと おし て日常食の調理に必要な知識、 技術を習得する 。

１
０
月

・ 調理実習と 理論 ・ 実習の説明を通し て栄養、 食品、 料理形式と 献立、 調理理論を理解する 。 ま
た、 実習をと おし て日常食の調理に必要な知識、 技術を習得する 。

９
月

2

8

・ 調理実習と 理論 ・ 実習の説明を通し て栄養、 食品、 料理形式と 献立、 調理理論を理解する 。 ま
た、 実習をと おし て日常食の調理に必要な知識、 技術を習得する 。

８
月

７
月

2・ 調理実習の理論の復習 調理実習の理論の復習

６
月

8・ 調理実習と 理論 ・ 実習の説明を通し て栄養、 食品、 料理形式と 献立、 調理理論を理解する 。 ま
た、 実習をと おし て日常食の調理に必要な知識、 技術を習得する 。

４
月

５
月

8・ 食事の意義と 役割

調理実習の理論

・ 食事の意義と 役割について理解する 。

・ 実習の説明を通し て栄養、 食品、 料理形式と 献立、 調理理論を理解する 。 ま
た、 実習をと おし て日常食の調理に必要な知識、 技術を習得する 。

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

6

・ 調理実習と 理論 ・ 実習の説明を通し て栄養、 食品、 料理形式と 献立、 調理理論を理解する 。 ま
た、 実習をと おし て日常食の調理に必要な知識、 技術を習得する 。

３
月

・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ レポート

２
月

１
月

2

１
２
月



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： 子ど も の発達と 保育 年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： 子ど も の発達と 保育単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年選択

教科担当者： 手塚博生

使用教科書： （ 　 子ど も の発達と 保育　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目
子ども の発
達と 保育

評価の観点・ 方法
配当
時数

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

２
月

１
月

4

１
２
月

３
月

〇生活習慣の形成
・ 生活習慣の意義
･基本的生活習慣
・ 社会的生活習慣

・ 乳幼児期に身につける べき 生活習慣と 親の影響について考える 。
・ 基本的生活習慣と 社会的生活習慣の意義と 重要性を理解し 、 子ども の発達に

即し た適切な生活習慣について考える 。

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

6・ 行動観察
・ ワ ーク シート
・ 定期考査

・ 行動観察
ワ ーク シート

・ 行動観察
・ 定期考査
・ ワ ーク シート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

6

・ 行動観察
・ ワ ーク シート

〇子ども の遊び
・ 生活と 遊び
・ 遊びの援助

・ 子ども の遊びの意義について考える 。
・ 子ども の発達に合わせた玩具を選び使用する 。
・ 遊びにおける 保育者から の働き かけを考える 。

４
月

５
月

8発達と 保育環境
・ 発達と 保育環境のかかわり

・ 保育環境をと と のえる

・ 保育環境のかかわり について知り 、 保育環境を整える こ と の重要性について
思考を深める 。

・ 児童観、 発達観の変遷について理解する

６
月

8２ 子供の発達の過程
・ 子供の発育

・ 胎児の発育、 発達
・ 乳幼児の身体的特徴
・ 乳幼児の生理的特徴

・ 発育の評価

生命の誕生について関心を持ちにゅう よ う じ の身体的特徴と 生理的特徴につい
て知識を習得する 。

・ 子ども の精神発達の特徴を学び、 乳幼児期が人格形成上大切な時期である こ
と を学ぶ。

７
月

2「 ・ 子ども の発達と 特性」 「 子ども の発達の
過程」 について復習する

振り 返り シート で確認作業を行う 。

８
月

９
月

8

8

３ 章子ども の保育
〇保育の意義と 重要性

・ 保育と は
・ 人減形成と 保育

・ 保育の意義と 重要性に関心を持つ。
・ 家庭保育と 集団保育のそれぞれの特徴や役割を知り 、 子ども の発達に両方が

必要である こ と を学ぶ。

１
０
月

         〇家庭保育と 集団保育
・ 家庭保育
・ 集団保育

〇保育の方法
・ 保育者の役割と は
・ 指導のポイ ント

・ 保育環境の変化を確認し 、 今後の保育環境考る
・ 保育実習を通し て子ども と 適切にかかわる 技能を身につける

１
１
月

84章　 子ども の生活
〇生活と 養護
・ 生活と 健康
・ 栄養と 食事

・ 食習慣の形成
・ 衣生活と 育児用品

・ 子ども の生活に関心を持ち、 乳幼児の生活の特徴から 健康を保持増進し 順調
な成長を促すう えで、 発育や発達に応じ た養護が必要な事を理解する 。

・ 子ども の衣生活と 育児用品について身体的特徴をふま えて安全で快適にせい
かつする ために何が必要か選択でき る 。

指導内容

１ 子ども の発達と 特徴
乳幼児期の発達と 意義

の具体的な指導目標

・ 子ども に関心を持ち、 乳幼児期の意義について理解する 。
・ 子ども の発達と 保育環境のかかわり について知り 、 保育環境を整える こ と の

重要性について思考を深める 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 家庭 科目： 服飾手芸 年間授業計画

教　 　 　 科： 家庭 科　 　 　 目： 服飾手芸 単位数： 　 2単位

対象学年組：  第3学年 選択科目　

教科担当者： （   豊田睦月   ： ㊞） （   南萌香   ： ㊞）

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 服飾手芸 評価の観点・ 方法
配当
時数

関

発言、 観察

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

関、 技

観察、 作品

手芸小物の製作 自分の日常を彩れる よ う な手芸小物を、 各自で計画・ 製作する

手芸小物の製作 自分の日常を彩れる よ う な手芸小物を、 各自で計画・ 製作する

手芸小物の製作 自分の日常を彩れる よ う な手芸小物を、 各自で計画・ 製作する

指導内容

オリ エンテーショ ン

ハワ イ アンキルト

の具体的な指導目標

ハワ イ アンキルト の基本的技法（ アッ プリ ケ・ キルティ ング） を学ぶ。
ピンク ッ ショ ンの製作

１
１
月

8

手芸小物の製作 自分の日常を彩れる よ う な手芸小物を、 各自で計画・ 製作する

９
月

8

6

手芸小物の製作 自分の日常を彩れる よ う な手芸小物を、 各自で計画・ 製作する

１
０
月

７
月

2

タ ッ チングレ ース タ ッ チングレース の基礎的技法を用いてモチーフを作り 、 ヘアアク セサリ ーを
作る 。

８
月

4

６
月

4

刺繍 私物のハンカチや洋服に、 刺繍を施す。

タ ッ チングレ ース タ ッ チングレース の基礎的技法を用いてモチーフを作り 、 ヘアアク セサリ ーを
作る 。

5

1

４
月

５
月

8

刺繍 私物のハンカチや洋服に、 刺繍を施す。

6

手芸小物の製作 自分の日常を彩れる よ う な手芸小物を、 各自で計画・ 製作する

３
月

6

手芸小物の製作 自分の日常を彩れる よ う な手芸小物を、 各自で計画・ 製作する

２
月

4

１
月

8

１
２
月


